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平成２８年度第５回沼田市教育委員会会議録

１ 期日

平成２８年８月２２日（月）

２ 場所

中央公民館学習相談室

３ 出席者

大竹孝夫教育長、井上行弘委員、笹川一良委員、保坂充勇委員

４ 沼田市教育委員会会議規則第１９条第３号による出席者の職・氏名

高山正教育部長、茂木敏昭庶務課長、竹之内篤学校教育課長、小菅伸一社会教

育課長、川田正樹体育課長、平井通晃庶務課長補佐

５ 開会宣言（午前９時３０分）

６ 日程第１ 会期の決定

会期は、８月２２日の一日と決定

７ 日程第２ 会議録署名委員の指名

教育長が井上委員を指名

８ 日程第３ 議案第９号 沼田市文化財調査委員の委嘱について

社会教育課長が議案書添付資料により説明

（保坂委員）

利根町と白沢町の候補者の略歴を知りたい。

（社会教育課長）

利根町の候補者はお寺の住職で、白沢町の候補者は平出歌舞伎の関係者。両名

とも文化財調査委員を経験したことがある。

異議なく原案のとおり決定

９ 日程第４ 議案第１０号 沼田市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部

を改正する告示について
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学校教育課長が議案書添付資料により説明

（保坂委員）

第２条で「満３歳児」と「３歳児」が区分されている理由はなにか。

（学校教育課長）

満３歳児は年度途中で３歳に達するもので、施設により満３歳の規定が異なる

ことから区分した。

（保坂委員）

４年生以上を第１子に数えない理由はなにか。

（学校教育課長）

低所得者層優遇について、限定をなくした国の規定の変更に伴うもの。

異議なく原案のとおり決定

10 日程第６ 教育長報告

（教育長）

夏季休業中の行事について報告したい。

・沼田まつりについて、地域の教育力の発揮と伝統文化の体験の場であった

と感じた。

・ネイチャーキッズが行なわれた。今の子どもたちに必要な体験だと感じた。

・中学生国際交流事業が実施され、１５名の生徒が病気やケガ等なく元気に

帰国した。

・中体連で西中の野球部が県大会優勝・関東大会３位で全国大会へ出場し、

２回戦で敗れたが、大活躍してくれた。

（教育部長）

報告事項なし

（庶務課長）

・９月の主な行事予定について

・県立沼田特別支援学校整備事業に係る仮設校舎の設置について

（学校教育課長）

・県費負担教職員の指導措置について

・平成２９年度沼田市立幼稚園の入園募集について

・平成２８年度中体連関東・全国大会結果一覧について

（社会教育課長）

・中学生ボランティアリーダー養成講座について

・第６３回沼田市文化祭について

・地区運動会の開催について
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（体育課長）

・各種大会結果について

・市民体育大会視察行程案について

（保坂委員）

利南の幼稚園統廃合の件はどうなったのか。

（教育部長）

現在、市内部で検討しており、結論を待っている。

（笹川委員）

幼稚園入園募集で、各園の募集人員の違いに理由はあるのか。

（学校教育課長）

管理規程に定める定員を募集している。

（井上委員）

県立特別支援学校の土地は市の土地なのか。貸しているのなら料金は取って

いるのか。

（庶務課長）

土地は市の所有地で、県から借りている東原庁舎の賃借料と相殺されている。

（井上・笹川委員）

ネイチャーキッズを視察した。面倒を見ていただいた青育連やボランティア

の方々のご苦労には敬意を表したい。見学するのに制限等はないのか。

（社会教育課長）

学校関係者に制限はない。

（保坂委員）

教職員の事務の負担について、教育委員会への報告に細かいものがあると聞

いたがどうなのか。

（学校教育課長）

業務改善により以前よりは減っている。今後も事務の削減に努めたい。

（井上委員）

学校の完全休業の試行について反応はどうか。

（学校教育課長）

否定的な意見は聞いていない。

（委員長）

他になければ、以上で終了いたします。

11 閉会宣言（午前１０時２０分）


